
大分市連合医師会では、大分市在宅医療・介護連携推進事業として、在宅医療に係る医師、
医療機関相互の連携強化や医師の在宅医療への参入促進に向けた協議、活動を行っています。

お問合せ
ご連絡先

活動の充実に向け、新たに３つの専門部会を設け、それぞれ次のような取組を検討中です。

大分市在宅医療・介護連携支援センター
<大分市連合医師会 在宅医療部＞

〒870-0876
大分市大字荏隈字庄の原1790番地1
（大分郡市医師会内）

TEL:097-529-7851 FAX:097-529-7872
E-Mail：zaitaku@oitamd.com
https://www.oita-renkeishien.jp/index.html

1．医師ネットワーク会議世話人会の開催（年3回程度）
大分市6地区（中央1/中央２/明野・鶴崎/大南/稙田・野津原/大在・坂ノ市・佐賀関）の
各地区の世話人として合計13名の医師が、地域における切れ目のない在宅医療・介護の
提供体制の整備をめざし、必要な事項について協議

２．在宅医療講演会＆意見交換会の開催（年1回）
令和3年度テーマ 「これだけは知っておきたい在宅医療の皮膚科診療」
令和4年度テーマ 「高齢者に多い精神科診療の基本と訪問診療の実際」

超高齢社会となり、急速に高まっている在宅医療へのニーズに応えていくためには、医師、医療機関相互
の連携強化や在宅医療への参入促進が不可欠です。しかし、現実には、医療機関の役割の違いや個々
の医師の在宅医療に対する考え方や知識、スキルの違いもあり、上手くいかず、疑問や悩み、不安を抱え
ている医師も少なくないと思います。そうした疑問に応え、悩みや不安を少しでも軽減、解消できるような活
動を行っていければと考えております。医師の皆さんのご協力、ご参画をお願いします。
今後、各専門部会で協議し、実施することになった研修会その他の情報については、ご希望する方にお
届けしたいと考えております。
情報提供を希望される方は、裏面に必要事項をご記入の上、FAXにて返信をお願いします。

〈活動案〉
・症例検討会の開催
・在宅医療に関するＱ＆Ａ、
あるある事例の発信・共有
・得意分野の治療法や手技の
の情報交換 等

〈活動案〉
・専門科（皮膚/眼/耳鼻/整形/
精神/泌尿器/婦人）の情報収集
・小児在宅に関する情報発信 等

〈活動案〉
・在宅医療スタートアップ研修の開催
・同行訪問によるサポート
・同行看護師、医療事務による
他職種との連携や制度に関する
研修、相談 等



知りたい情報を発信する部会、参加したい研修等を開催する部会があれば、該当部会に☑をお願いします。
（複数の部会に☑されても結構です。）
☑をいただいた医療機関にのみ、情報やご案内を送付いたします。
☑をいただいた部会が開催する研修会については、参加を義務付けるものではありません。

□在宅医連携部会－在宅医療に携わる医師のスキルアップ、情報共有

□在宅医・専門医連携部会-専門科医と在宅医の連携強化

□かかりつけ医等参入部会-在宅医療に参入しやすいサポート体制の充実

〇おすすめ：在宅医療に既に取り組んでいる方で、さらに知識やスキルをアップをしていきたい方
〇活動案：症例検討会の開催（年3回程度）、在宅医療に関するＱ＆Ａ、あるある事例

の発信・共有、得意分野の治療法や手技の情報交換 等
〇部会メンバー：姫野浩毅先生/山岡憲夫先生/管聡先生/亀井たけし先生/平山匡史先生

〇おすすめ：内科一般の先生で専門科との連携を困難に感じている方、小児在宅に興味のある方
〇活動案：専門科（皮膚/眼/耳鼻/整形/精神/泌尿器/婦人）の情報収集、

小児在宅に関する情報発信 等
〇部会メンバー：米野壽昭先生/楢原真由美先生/清水英和先生/長濱明日香先生/藤谷直明先生

〇おすすめ：外来診療の延長で在宅医療に取り組んでいるが、制度や診療に不安がある方
〇活動案：在宅医療スタートアップ研修の開催（診療報酬の算定、訪問看護指示書の書き方等）、

同行訪問によるサポート、同行看護師、医療事務、他職種との連携や制度に関する研修、
相談 等

〇部会メンバー：小野隆宏先生/森哲先生/安部隆子先生/岡真一郎先生/甲斐誠司先生

医療機関名

医師名
（宛先指定がある場合のみ

ご記入ください）

TEL

FAX

E-mail
（ご希望される方のみ

ご記入ください）

大分市在宅医療・介護連携支援センター行き

ＦＡＸ：０９７－５２９－７８７２ ５月７日までを目安にご送信ください
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